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In f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n fn

※特別展、総合文化展、催し物につきましては、今後の諸事情により予告なく変更する場合がございます。最新情報は、当館ウェブサイトをご覧ください。

Information特 別 展 

特別展

「国
こ く

宝
ほ う

 聖
しょう

林
り ん

寺
じ

十
じゅう

一
い ち

面
め ん

観
か ん

音
の ん

  
  ― 三

み
輪
わ
山
やま
信
しん
仰
こう
のみほとけ」

 本館特別5室   6月22日㊋～9月12日㊐

（部分）

大
おお

国
くに

主
ぬしの

大
おお

神
かみ

立
りゅう

像
ぞう

平安時代・12世紀　奈良・大神神社蔵
大神神社の創建に深く関わった、
大国主大神の像です

 聖徳太子1400年遠忌記念 特別展 

「聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

と法
ほ う

隆
りゅう

寺
じ

」
 平成館特別展示室   7月13日㊋～9月5日㊐

　日本に仏教をひろめるとともに、冠位十二階や憲法
十七条など、以降の歴史の礎となる事業を推し進めた
聖徳太子。今年、法隆寺は聖徳太子の1400年遠

おん

忌
き

を
迎えました。これを記念した本展は太子にゆかりのある
様々な宝物が一堂に集結する法隆寺展です。なかでも
中宮寺より特別にお借りする天

てん

寿
じゅ

国
こく

繡
しゅう

帳
ちょう

は注目の作
品。聖徳太子が亡くなった後、太子に会いたいという橘

たちばな

妃
ひ

の願いによって作られた帷
とばり

（カーテン）の断片であり、
太子が往生したという天寿国の様子が緻密な刺繡に
よって表されています。また法隆寺金堂に安置される四
天王像のうち、堂内北側にあるため普段は拝観の機会
がない広

こう

目
もく

天
てん

と多
た

聞
もん

天
てん

も展示します。動きが少なく静
せい

謐
ひつ

な表情が特徴的で、日本最古の四天王像として極め
て重要な作品です。  （三田覚之）

三
み

輪
わ

山
やま

絵
え

図
ず

室町時代・16世紀　奈良・大神神社蔵
展示期間：6月22日（火）～8月1日（日）
三輪山や大神神社の景観を描いた図。壮大な境内には
仏教寺院もありました

◉天
てん

寿
じゅ

国
こく

繡
しゅう

帳
ちょう

飛鳥時代・推古天皇30年（622）頃　奈良・中宮寺蔵
展示期間：7月13日（火）～8月9日（月・休）
断片と化した今日も、飛鳥時代の鮮やかな色彩を伝えて
います

◉四
し

天
てん

王
のう

立
りゅう

像
ぞう

　多
た

聞
もん

天
てん

飛鳥時代・７世紀　奈良・法隆寺蔵
エレガントにたたまれた衣のひだなど、
細部まで美しく表現されています

観覧料：前売日時指定券＝一般2,100円、大学生1,300円、高校生900円          
 　当日券＝一般2,200円、大学生1,400円、高校生1,000円          
展覧会公式サイト https://tsumugu.yomiuri.co.jp/horyuji2021/

　奈良県北部に位置する美しい円
えん

錐
すい

形の三輪山。『日
本書紀』や『古事記』にも登場し、古来より神が宿る
山として信仰を集めてきました。ふもとには、この三輪
山を御

ご

神
しん

体
たい

とし、日本最古の神社とされる大
おお

神
みわ

神
じん

社
じゃ

が
あります。境内や周辺に多くの関連神社を擁

よう

する大規
模な神社で、かつては仏教寺院も営まれました。
　しかし明治元年の神

しん

仏
ぶつ

分
ぶん

離
り

令
れい

により、大神神社の
境内にあった寺の仏像は外へと移されました。聖林寺
の国宝 十一面観音菩薩立像をはじめ、法隆寺、正

しょう

暦
りゃく

寺
じ

など、主に奈良県内の近隣寺院に伝わります。本展
ではこれらの仏像や宝物、出土品を通じて、いまなお
息づく三輪山信仰の歴史と奥深さを探ります。  

 （増田政史）

本展は事前予約制（日時指定券）を導入します。「前売日時指定券」、「当日券」の詳細は今後展覧会公式サイト
等でお知らせします。 ※ご来館時、「当日券」は販売終了している可能性があります。

観覧料：前売日時指定券＝一般1,400円、大学生700円、高校生400円
 　当日券＝一般1,500円、大学生800円、高校生500円
展覧会公式サイト https://tsumugu.yomiuri.co.jp/shorinji2020/

本展は事前予約制（日時指定券）を導入します。「前売日時指定券」、「当日券」の詳細は今後展覧会公式サイト
等でお知らせします。※ご来館時、「当日券」は販売終了している可能性があります。
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In f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n

　昨冬に開催しご好評をいただきました、親と子の
ギャラリー「まるごと体験！日本の文化」が夏休み
に帰ってきます！
　「浮世絵」「うるし」「きもの」「よろい」をテーマ
に取り上げ、デジタルコンテンツやぬりえ、スタンプ
などで、日本の文化がまるごと体験できる参加型の
コーナーです。大人も子どもも、日本の美術や文化
をより深く楽しむことができます。 （藤田千織）

※画像はすべて、親と子のギャラリー「まるごと体験！日本の文化」（2021年1月19日〈火〉～ 2月28日〈日〉）の様子です

本館 特別4室
7月20日（火）

～

9月5日（日）

うるし  

7月20日（火）～9月5日（日）
タッチ端末でオリジナルの漆の箱を 
デザインできます

浮世絵
7月20日（火）～9月5日（日）
重ね摺

ず

りのしくみをスタンプで  
体験できます

きもの 
7月20日（火）～8月15日（日）
江戸時代のファッショントレンドを 
ぬりえで味わえます

よろい  

8月17日（火）～9月5日（日）
よろいの制作技術と美しさが  
細部までわかります

親と子のギャラリー

まるごと体
た い

験
け ん

!
日
に

本
ほ ん

の文
ぶ ん

化
か

リターンズ

※上記特別展はすべて、中学生以下無料。障がい者とその介護者1名は無料（入館の際に障がい者手帳などをご提示ください）。／お問合せ：050-5541-8600 （ハローダイヤル）
※◉は国宝、◎は重要文化財（重文）、○は重要美術品（重美）を表します。特に表記のないものは東京国立博物館蔵です。

展覧会公式サイト https://saicho2021-2022.jp/

伝教大師1200年大遠忌記念 特別展      

「最
さ い

澄
ちょう

と天
て ん

台
だ い

宗
しゅう

のすべて」
 平成館特別展示室   10月12日㊋～11月21日㊐

　本展は、今年1200年の大
だい

遠
おん

忌
き

を迎える伝
でん

教
ぎょう

大
だい

師
し

最澄と、日本の文化に大きな影響を
与えた天台宗の歴史をご紹介する特別展です。見どころのひとつは、寺外初公開を含む
貴重な秘仏をご覧いただける点です。博物館ニュース3・4・5月号でご紹介した阿

あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

（京都・真
しん

正
しょう

極
ごく

楽
らく

寺
じ

〔真
しん

如
にょ

堂
どう

〕蔵）のほか、最澄自刻の伝承をもつ薬師如来坐
像（岐阜・願

がん

興
こう

寺
じ

〔蟹
かに

薬
やく

師
し

〕蔵）、肖像彫刻として最大級の大きさを誇る慈
じ

恵
え

大
だい

師
し

坐
ざ

像
ぞう

（東京・深
じん

大
だい

寺
じ

蔵）などがお出ましになります。ふたつめは、江戸時代の天台宗に焦点を当
てます。当館の隣には東の比叡山・寛

かん

永
えい

寺
じ

があります。徳川将軍家の庇護のもと花開い
た、江戸時代の天台美術の数 を々ご覧いただく貴重な機会です。 （古川攝一）

◎薬
やく

師
し

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

平安時代・12世紀　岐阜・願興寺（蟹薬師）蔵
蟹
かに

薬
やく

師
し

として信仰を集めた秘仏本尊。穏やかな雰囲気の
平安時代の優品です

（部分）

○慈
じ

眼
げん

大
だい

師
し

縁
えん

起
ぎ

絵
え

巻
まき

（中巻）
詞書：胤海筆・絵：住吉具慶筆　江戸時代・延宝8年（1680）
東京・寛永寺蔵　中巻展示期間：10月26日（火）～11月7日（日）
寛永寺を創建した天

てん

海
かい

の生涯を描いた絵巻物。
江戸時代の寛永寺の様子が描かれます
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（部分）

　このたびマレーシア・イスラーム美術館の全面協
力を得て、同館がこれまでに収蔵してきた作品群に
よる、特定の国家や地域に偏らない、世界規模のイ
スラーム美術の展示が実現しました。
　イスラーム教は、7世紀にアラブ人のムハンマド
が預言者として唯一神に対する信仰を説き、創始し
た宗教です。その後、イスラーム教は西アジアのみ
ならず、ヨーロッパ、北アフリカ、中央アジア、南ア
ジア、東南アジア、そして東アジアへと広がり、キリ
スト教に次いで世界で2番目に信者の多い宗教に
まで発展しました。イスラーム教を受容した世界各
地では、多くのイスラーム王朝が交替しましたが、い
ずれも各地の文化を融合させた独自のイスラーム文
化を展開してきました。
　この特別企画はこうしたイスラーム文化の多様性
を知る手掛かりになるはずです。  （勝木言一郎）

　本展は東京2020オリンピック・パラリンピックの開催を記念して行うもので、
日本におけるスポーツの歴史と文化をご紹介します。当館と秩

ちちぶのみや

父宮記念スポーツ
博物館が所蔵する美術工芸品や近現代スポーツ資料を通して、江戸時代以前と
明治時代以降の日本スポーツの源流と発展をご覧いただきます。
　世界最大規模のスポーツと文化の祭典であるオリンピック・パラリンピックが
東京で開催されるこの機会に、本展が日本スポーツの歩みと魅力を伝え、日本文
化の発信とさらなる発展につながる場となれば幸いです。 （佐藤寛介）

マレーシア・イスラーム美術館精選  特別企画

イスラーム王
お う

朝
ちょ う

と
ムスリムの世

せ

界
か い

東洋館12・13室  
7月6日㊋～2022年2月20日㊐

平成館企画展示室  7月13日㊋～9月20日㊊㊗

東京2020オリンピック・パラリンピック開催記念 特別企画

スポーツ NIPPON

◎男
お

衾
ぶすま

三
さぶ

郎
ろう

絵
え

巻
まき

鎌倉時代・13世紀　展示期間：7月13日（火）～8月15日（日）
東国武士が弓馬の鍛錬に励む様子を描いた場面で有名な絵巻物
です。弓術と馬術は武士の武芸として重視されました

◎獅
し

子
し

螺
ら

鈿
でん

鞍
くら

平安～鎌倉時代・12～13世紀　嘉納治五郎氏寄贈
鎌倉武士が用いた重厚かつ華麗に飾られた鞍です。 
「柔道の父」といわれる嘉納治五郎氏が当館に寄贈しました

皇
こう

太
たい

子
し

アッバース・ミールザーの肖
しょう

像
ぞう

イラン カージャール朝・1818～20年頃　
マレーシア・イスラーム美術館蔵
カージャール朝の王室は王族の肖像画
を描かせ、外交上の贈り物としました

色
いろ

絵
え

騎
き

馬
ば

鷹
たか

狩
がり

人
じん

物
ぶつ

文
もん

鉢
はち

イラン　12世紀末～13世紀初 
マレーシア・イスラーム美術館蔵
釉薬に合わせ、複数回焼成すること
で多くの色を表現しています

特 別 企 画  I N F O R M A T I O N

ミフラーブ・パネル
中央アジアまたはイラン  ティムール朝・14～15世紀
マレーシア・イスラーム美術館蔵
ターコイズ・ブルーの濃淡で施釉されたタイルで
作られています

ベラ・チャスラフスカ
（旧チェコスロバキア女

じょ

子
し

体
たい

操
そう

選
せん

手
しゅ

）ユニフォーム
昭和39年（1964）　秩父宮記念スポーツ博物館蔵
アジア初のオリンピック開催となった1964年東京大会の
女子体操で、個人総合金メダルを獲得したチャスラフスカ
選手のユニフォームです
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5

総合文化展 ｜ 見どころ案内

　

岐
阜
県
関
市
の
春
日
神
社
は
、
大
和（
奈
良
）か
ら

移
り
住
ん
だ
刀か
た
な

鍛か

冶じ

の
氏
神
と
し
て
創
建
、
信
仰
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
室
町
時
代
15
世
紀
前
半
に
刀
鍛
冶
の

移
住
が
増
え
、
再
興
さ
れ
た
春
日
神
社
で
は
毎
年
１
月

28
日
に
、刀
鍛
冶
ら
に
よ
っ
て
能
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

境
内
に
は
今
も
能
舞
台
が
あ
り
、
能
装
束
の
ほ
か
、

能
面
48
面
、
狂
言
面
5
面
、
行ぎ
ょ
う

道ど
う

面め
ん
・
追つ
い

儺な

面め
ん

等
8
面

の
合
計
61
面
が
伝
来
し
て
い
ま
す
。
能
狂
言
面
は
室
町

時
代
の
作
を
多
く
含
む
点
が
貴
重
で
、
平
成
22
年

（
2
0
1
0
）、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
3
期
に
分
け
て
全
61
面
を
展
示
し
ま
す
。
名
品
揃

い
で
す
が
、
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
は「
一
ト
ウ
作
」と

銘
の
あ
る
能
面 

笑わ
ら
い

尉じ
ょ
う

で
す
。
そ
の
い
き
い
き
と
し
た

表
情
は
、
近
世
以
降
の
定
型
化
し
た
能
面
と
は
一
線

を
画
す
る
も
の
で
す
。
童
顔
に
微
笑
み
を
た
た
え
た
乙

は
刀
鍛
冶
の
娘
を
モ
デ
ル
に
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

き
っ
と
人
気
を
集
め
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

（
浅
見
龍
介
）

　

那
智
と
耳
に
す
る
と
、
日
本
三
大
瀑ば
く

布ふ

で
有
名
な

那
智
の
滝
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。和
歌
山
県
南
部
、那
智
を
含
む
紀
伊
山
地
は
、

仏
教
伝
来
以
降
、
真
言
密
教
や
山
岳
信
仰
、
修し
ゅ

験げ
ん

道ど
う

の
霊れ
い

場じ
ょ
う

と
し
て
大
い
に
栄
え
ま
し
た
。
ま
た
、
平
安
時

代
以
降
、
末ま
っ

法ぽ
う

思
想
が
世
の
中
に
広
ま
る
に
つ
れ
、
那

智
に
は
数
多
く
の
経き
ょ
う

塚づ
か

が
造
営
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
7
年（
1
9
1
8
）に
熊
野
那
智
大
社
飛
滝（
ひ

り
ょ
う
／
ひ
ろ
う
）権
現
の
参
道
か
ら
偶
然
発
見
さ
れ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
お
び
た
だ

し
い
数
の
仏
教
関
連
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
本
特

集
で
は
、
当
館
所
蔵
の
代
表
例
を
中
心
に
、
那
智
の
遺

宝
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
作
品
を
通
じ
て
当
時
の

人
々
の
願
い
や
思
い
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。 

（
井
出
浩
正
）

特
集  

那な

智ち―
出し

ゅ
つ

土ど

品ひ
ん

に
み
る
霊れ

い

地ち

の
遺い

宝ほ
う

特
集 

 

岐ぎ

阜ふ

県け

ん

関せ

き

市し

・ 

春か

す

が日
神じ

ん

社じ

ゃ

の
能の

う

狂き
ょ
う

言げ

ん

面め

ん

本
館
14
室
　

7
月
20
日
㊋
〜
9
月
26
日
㊐

本
館
14
室
　

6
月
8
日
㊋
〜
7
月
18
日
㊐

ポージングの曲線美と 
柔らかな表情に注目
菩
ぼ

薩
さつ

半
はん

跏
か

像
ぞう

飛鳥時代・7世紀
和歌山県東牟婁郡那智勝浦町那智山出土　 
北又留四郎氏他2名寄贈
片脚を組んだ膝の上に右肘を置き、 
ほおづえをついた柔らかな姿が特徴です

大きな鼻と 
しかめた眉が 
迫力満点
◎能

のう

面
めん

  悪
あく

尉
じょう

室町時代・15～16世紀
岐阜・春日神社蔵 

展示期間：7月20日（火）～8月15日（日）

面裏に「兼房」と墨書があります。関の
刀鍛冶の惣領を代々務めた兼房家に
関わると考えられます

優しく微笑む 
可愛らしい面
◎狂

きょう

言
げん

面
めん

  乙
おと

室町時代・15～16世紀 
岐阜・春日神社蔵
全国に数多ある乙の中でも屈指の名品。狂言では
醜女の役に使われますが、これは可愛らしい面です

ゆれるたび音を 
奏でる小さな輪
錫
しゃく

杖
じょう

頭
とう

奈良時代・8世紀　  
和歌山県東牟婁郡那智勝浦町 
那智山出土　
北又留四郎氏他2名寄贈
僧侶や修行者が歩く際に鳴らし
ながら用いる杖の頭の部分です

密教の儀式で使われる仏具
金
こん

剛
ごう

愛
あい

菩
ぼ

薩
さつ

三
さ

昧
ま

耶
や

形
ぎょう

平安時代・12世紀　和歌山県東牟婁郡那智勝浦町那智山出土
北又留四郎氏他2名寄贈
仏の印相や持物によって、仏を象徴的に表現しています

今にも   
笑い出しそうな 
リアルな表情
◎能

のう

面
めん

  笑
わらい

尉
じょう

「一トウ作」陰刻
室町時代・15世紀
岐阜・春日神社蔵

1本ずつ刻んだ歯とやわらかな 
唇の表現など舞楽面に近く、 
能面の源流を示すものです
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東
洋
館

東
洋
館

本
館

本
館

　
ゆ
う

は
提て
い

梁り
ょ
う（
持
ち
手
）
と
か
ぶ
せ
蓋
が
特

徴
の
容
器
で
す
。
銘
文
等
か
ら
、
は
酒
の

香
り
付
け
の
た
め
の
煮
汁
や
酒
そ
の
も
の
を

い
れ
る
容
器
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
密

閉
性
を
考
慮
し
た
形
状
か
ら
も
そ
の
よ
う
な

用
途
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
ま
す
。
本
作
品

は
、
頚
部
の
上
下
に
連れ
ん

珠じ
ゅ

文も
ん

帯た
い

を
め
ぐ
ら

せ
、そ
の
合
間
に
獣じ
ゅ
う

面め
ん

と
き

鳳ほ
う

と
よ
ぶ
大お
お

鳥と
り

を
配
し
て
い
ま
す
。
出
土
事
例
を
み
る
と
、

は
尊そ
ん

と
よ
ば
れ
る
酒
を
い
れ
る
容
器
と

セ
ッ
ト
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。

の
蓋
を
あ
け
て
、
煮
汁
や
酒
を

尊
に
注
ぐ
と
き
、
あ
た
り
は
芳
醇
な
香
り
に

包
ま
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

（
市
元
塁
）

　
こ
れ
は
田で

ん

黄お
う

石せ
き

と
よ
ば
れ
る
石
を
加
工
し

た
印
材
で
、
上
部
に
は
獅
子
形
の
鈕つ
ま
み

を
彫
り

出
し
て
い
ま
す
。
中
国
の
福
建
省
に
あ
る
寿じ
ゅ

山ざ
ん

村
で
採
取
さ
れ
る
寿じ
ゅ

山ざ
ん

石せ
き

は
、
そ
の
硬
度

が
彫
刻
す
る
の
に
適
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

文
人
が
用
い
る
印
章
の
石
材
と
し
て
好
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
寿
山
石
の
な
か
で
も
、
田
地

で
採
取
さ
れ
る
黄
味
の
あ
る
石
を
田
黄
石
と

い
い
、「
石
の
な
か
の
王
」と
い
っ
て
特
に
貴

ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
石
質
は
き
め
細
か
く
、

色
調
は
温
か
く
潤
い
が
あ
り
、
明
時
代
以
降

に
印
材
と
し
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

田
黄
石
は
極
め
て
得
難
い
た
め
、
非
常
に
高

価
で
あ
り
、
同
じ
重
量
の
金
と
等
価
と
も
い

わ
れ
ま
し
た
。 

（
猪
熊
兼
樹
）

　「
玄
圃
瑤
華
」は
全
48
図
、種
々
の
草
花
と

蔬そ

菜さ
い

、
昆
虫
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
、
若
冲

53
歳
の
と
き
の
作
品
で
す
。
正
面
彫
り
し
た

版
木
の
上
に
濡
ら
し
た
紙
を
貼
り
、
表
か
ら

墨
を
塗
る
と
凹
部
が
白
く
残
る
「
拓た
く

版は
ん

画が

」

と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
技
法
で
制
作
さ
れ
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。
漆
黒
の
背
景
に
モ
チ
ー

フ
が
白
く
浮
か
び
上
が
る
劇
的
な
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
に
よ
り
、
若
冲
特
有
の
大
胆
な
構
図
が

よ
り
際
立
ち
、
植
物
や
虫
の
特
徴
を
的
確
に

捉
え
た
生
き
生
き
と
し
た
画
面
に
仕
上
が
っ

て
い
ま
す
。「
玄
圃
」
は
仙
人
の
居
ど
こ
ろ
、

「
瑤
華
」
は
玉
の
よ
う
に
美
し
い
花
の
意
で

す
が
、
本
作
品
は
ま
さ
に
、
そ
の
美
し
さ
を

そ
な
え
て
い
ま
す
。 

（
大
橋
美
織
）

　
戦
前
戦
後
の
日
本
の
電
力
界
を
牽
引
し
た

実
業
家
で
、
茶
人
で
も
あ
っ
た
松ま

つ

永な
が

安や
す

左ざ

エえ

門も
ん（
耳じ

庵あ
ん
）は
、昭
和
22
年（
1
9
4
７
）、当

館
へ
茶
の
湯
道
具
を
中
心
と
す
る
多
数
の
美

術
工
芸
品
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
本
年
6
月
16

日
は
、耳
庵
没
後
50
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
歪
ん
だ
形
が
特
徴
的
な
こ
の
黒
織
部
茶
碗

（
美み

濃の

焼
）
は
、
全
体
に
黒
釉
が
か
か
り
、
一

部
残
っ
た
白
地
に
鉄
絵
具
で
文
様
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
「
松
永
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
や
き
も
の
に
は
、
松
永
氏

の
好
み
を
反
映
し
た
美
濃
の
名
品
が
い
く
つ

か
含
ま
れ
ま
す
。
織
部
ら
し
い
豪
放
さ
に
あ

ふ
れ
る
本
作
品
も
特
に
お
気
に
入
り
の
一
碗

で
あ
っ
た
よ
う
で
、
し
ば
し
ば
茶
会
に
用
い

て
い
た
こ
と
が
茶
会
記
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。 

（
横
山
梓
）

※東洋館地下1階11・12・13室は、5月10日（月）～7月5日（月）まで閉室します。

縄
状
の
持
ち
手
や
文
様
帯
に
注
目

金
と
等
価
と
も
い
わ
れ
た
印
材

き

鳳ほ
う

文も
ん

ゆ
う

獅し

子し

鈕ち
ゅ
う

田で
ん

黄お
う

石せ
き

印い
ん

材ざ
い

7
月
13
日（
火
）〜
8
月
22
日（
日
）

8
室
　
書
画
の
展
開
―
安
土
桃
山
〜
江
戸

〜
8
月
15
日（
日
）

13
室
　
陶
磁

6
月
29
日（
火
）〜
11
月
7
日（
日
）

5
室
　
中
国
の
青
銅
器

〜
7
月
18
日（
日
）

8
室
　
中
国
文
人
の
書
斎

白
黒
の
対
比
と

大
胆
な
構
図
の
魅
力

玄げ
ん

圃ぽ

瑤よ
う

華か

「
松
永
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、

美
濃
の
名
品

黒く
ろ

織お
り

部べ

沓く
つ

形が
た

茶ち
ゃ

碗わ
ん 

銘め
い 

鶴か
く

太た

郎ろ
う

※右記の期間は全48図のうち16図を展示

連珠文帯部分の 
獣面と 鳳

玄圃瑤華のうち水
みず

葵
あおい

・糸
へ ち ま

瓜　
伊藤若冲自画自刻
江戸時代・明和5年（1768）

黒織部沓形茶碗 銘 鶴太郎
美濃　江戸時代・17世紀　
松永安左エ門氏寄贈

鳳文
中国  西周時代・前11～前10世紀

獅子鈕田黄石 
印材
中国  明時代・ 
14～17世紀
青山杉雨旧蔵
青山慶示氏寄贈
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平
成
館

法
隆
寺
宝
物
館

黒
田
記
念
館
　

　
令
和
元
年
度
に
新
た
に
収
蔵
品
と
な
っ
た

1
点
。
小
品
な
が
ら
、
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
女

性
の
面
差
し
を
活
き
活
き
と
描
き
出
し
て
い

ま
す
。
画
面
左
下
の
サ
イ
ン
か
ら
、
明
治
25

年（
1
8
9
2
）
に
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
中
の

黒
田
が
好
ん
で
滞
在
し
た
小
さ
な
村
グ

レ
ー
・
シ
ュ
ル
・
ロ
ワ
ン
で
制
作
し
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
頃
、
黒
田
は
サ
ロ
ン

（
展
覧
会
）出
品
に
向
け
て
、夏
の
野
辺
に
女

性
た
ち
が
憩
う
「
夏
図
」
の
制
作
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
が
完
成
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
残
さ
れ
た
画
稿
と
の
類
似
か
ら
、

本
作
品
も
そ
の
構
想
段
階
で
描
か
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
東
京
文
化
財
研
究
所
・
塩
谷
純
）

　
陶
棺
は
6
〜
7
世
紀
を
中
心
に
普
及
し

た
焼
き
物
の
棺
で
、と
り
わ
け
岡
山
県
域
で

よ
く
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
窯か
ま

と
い
う
狭
い
場

所
で
焼
成
す
る
た
め
、
棺
は
全
部
で
4
つ
に

分
割
し
て
い
ま
す
。
棺
蓋
は
切き
り

妻づ
ま

型が
た
の
屋
根

で
あ
り
、棺
身
を
24
本
の
円
柱
状
の
脚
で
支

え
て
い
ま
す
。

　
本
作
品
は
、
小
口
面
に
レ
リ
ー
フ
を
も
つ

の
が
特
徴
で
す
。
中
心
に
い
る
仏
の
よ
う

な
人
物
が
手
綱
を
も
ち
、
左
右
の
馬
を
従
え

て
い
る
か
の
よ
う
な
構
図
で
す
。
人
物
や

動
物
の
上
に
は
山
並
み
が
、
下
に
あ
る
の
は

蓮は
す

の
蕾つ
ぼ
み

で
し
ょ
う
か
。
陶
棺
の
制
作
は
仏

教
が
伝
来
し
普
及
し
た
時
期
と
も
重
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
レ
リ
ー
フ
に
は
仏
教
の
影

響
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
河
野
正
訓
）

　「
輸
送
中
の
振
動
を
受
け
て
文
化
財
は
ど
の
よ

う
に
揺
れ
て
し
ま
う
の
か

」
輸
送
の
安
全
性

を
高
め
る
た
め
に
、
文
化
財
の
振
動
応
答
特
性

を
研
究
し
て
い
ま
す
。
振
動
を
受
け
た
文
化
財

に
は
疲
労
が
蓄
積
し
、
や
が
て
損
傷
と
な
っ
て

現
れ
ま
す
。
大
き
く
振
動
さ
せ
な
い
事
が
輸
送

に
お
け
る
損
傷
予
防
の
基
本
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
ま
ず
は
ど
の
よ
う
な
振
動
で
ど
の

部
分
が
ど
れ
だ
け
揺
れ
る
の
か
を
調
べ
ま
す
。

す
る
と
、
大
き
く
揺
ら
し
て
し
ま
う
振
動
成
分

を
除
去
す
る
た
め
に
適
し
た
梱
包
資
材
を
提
案

で
き
ま
す
。
梱
包
設
計
の
基
本
理
論
は
明
快
で

す
が
、
非
常
に
複
雑
な
物
理
現
象
を
解
明
す
る

必
要
が
あ
り

ま
す
。
現
在

は
、
屛
風
の

精
巧
な
レ
プ

リ
カ
を
使
っ

て
、
加
振
試

験
を
繰
り
返

す
と
い
う
地

道
な
調
査
を

進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

（
和
田
浩
）

地
道
な
調
査
が

作
品
輸
送
の
未
来
を
か
え
る
!?

博
物
館
の
重
要
な
使
命
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
調
査
研
究
」。
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ト
ー
ハ
ク
の
調
査
研
究
○12

　『
称
讃
浄
土
仏
摂
受
経
』（
唐
・
玄げ
ん

奘じ
ょ
う

訳
）

は『
称
讃
浄
土
経
』と
も
呼
ば
れ
、極
楽
浄
土

と
阿
弥
陀
仏
、
菩
薩
衆
を
た
た
え
、
諸
仏
を

ほ
め
た
た
え
る
こ
と
を
説
い
て
い
ま
す
。
鳩く

摩ま

羅ら

什じ
ゅ
う

訳
の
『
阿あ

弥み

陀だ

経き
ょ
う

』の
異
訳
本
で
す
。

奈
良
時
代
に『
称
讃
浄
土
仏
摂
受
経
』は
、
中ち
ゅ
う

将じ
ょ
う

姫ひ
め（
藤ふ
じ

原わ
ら
の

豊と
よ

成な
り

の
娘
）
が
出
家
前
に
千
巻

書
写
し
た
と
伝
わ
り
、
天
平
宝
字
4
年

（
7
6
0
）の
光こ
う

明み
ょ
う

皇こ
う

后ご
う
の
七な
な
七な

日の
か
忌（
四
十

九
日
）に
1
8
0
0
巻
書
写
し
た
記
録
が
あ

り
、
盛
ん
に
書

写
さ
れ
ま
し
た
。

本
書
も
そ
う
し

た
中
の
ひ
と
つ

と
考
え
ら
れ
、奈

良
朝
写
経
の
代

表
作
で
あ
る「
大お
お

聖じ
ょ
う

武む

」（
賢け
ん

愚ぐ

経き
ょ
う

断
簡
）
の
特
徴

を
受
け
継
い
だ

肉
厚
で
雄
渾
な

書
風
で
書
写
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
恵
美
千
鶴
子
）

（部分）

〜
7
月
18
日（
日
）

第
6
室
　
書
跡
・
染
織

〜
8
月
15
日（
日
）

黒
田
記
念
室

6
月
8
日（
火
）〜

考
古
展
示
室

奈
良
時
代
の
堂
々
た
る
書
風

黒
田
清
輝
の

フ
ラ
ン
ス
留
学
中
の
習
作

仏
教
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
る

デ
ザ
イ
ン

称し
ょ
う

讃さ
ん

浄じ
ょ
う

土ど

仏ぶ
つ

摂し
ょ
う

受じ
ゅ

経き
ょ
う

西せ
い

洋よ
う

婦ふ

人じ
ん

像ぞ
う

陶と
う

棺か
ん

5分おきに場所をかえて振動の数値を測っています

称讃浄土仏
摂受経
奈良時代・8世紀

陶棺
古墳（飛鳥）時代・7世紀
岡山県美作市平福出土

西洋婦人像
黒田清輝筆　明治25年（1892）



8

総合文化展 ｜ 見どころ案内

3-1

書
画
の
展
開

―
安
土
桃
山
・
江
戸

3-3

書
画
の
展
開

―
安
土
桃
山
・
江
戸

仏
教
の
美
術

―
平
安
〜
室
町

3-1

宮
廷
の
美
術

―
平
安
〜
室
町

3-2

禅
と
水
墨
画

―
鎌
倉
〜
室
町

3-3

茶
の
美
術

4

日
本
美
術
の
あ
け
ぼ
の

―
縄
文
・
弥
生
・
古
墳

1-1

仏
教
の
興
隆

―
飛
鳥
・
奈
良

1-2

国
宝
室

2

45

1-1

3-1

3-2

3-3

1-2 2

案内
流れ 2階

（部分）

（部分）

（右隻）

（左隻）

7/13㊋-8/1㊐

◉平
へい

治
じ

物
もの

語
がたり

絵
え

巻
まき

六
ろく

波
は

羅
ら

行
ぎょう

幸
こうの

巻
まき

鎌倉時代・13世紀　松平直亮氏寄贈

平氏全盛の契
機となった平
治の乱を描い
た合戦絵巻。
群像描写が見
事です

6/22㊋-7/4㊐

真
しん

如
にょ

法
ほっ

親
しん

王
のう

像
ぞう

鎌倉時代・14世紀
岡崎正也氏寄贈

インドへ旅の途中、
虎の害に遭って亡
くなったという伝え
を絵画化した珍し
い作品です

7/6㊋-8/15㊐  ◎准
じゅん

胝
てい

観
かん

音
のん

像
ぞう

平安時代・12世紀　田中親美氏寄贈
　（→裏表紙）

-7/4㊐

仮
か

名
な

消
しょう

息
そく

（延
えん

喜
ぎ

式
しき

紙
し

背
はい

）
平安時代・11世紀

7/6㊋-8/15㊐

◎日
じつ

月
げつ

山
さん

水
すい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

室町時代・16世紀

金属板の太陽と月が印象的
な、四季の景物を描いたや
まと絵屛風です

7/6㊋-12/25㊏

深
ふか

鉢
ばち

形
がた

土
ど

器
き

縄文時代（中期）・
前3000～前2000年
山梨県韮崎市
穂坂町出土　
三枝善衛氏寄贈

-9/26㊐

瑞
ずい

花
か

狻
さん

猊
げい

方
ほう

鏡
きょう

奈良時代・8世紀　京都市西京区山田桜谷町出土
荒木音次郎氏寄贈

狻猊（さんげい・
獅子の別名）が
雲間を駆ける文
様は、当時好ま
れました

◉興
こう

福
ふく

寺
じ

鎮
ちん

壇
だん

具
ぐ

花
はな

枝
えだ

双
そう

蝶
ちょう

八
はっ

花
か

鏡
きょう

奈良時代・8世紀　
奈良市興福寺中金堂
須弥壇下出土

心
しん

葉
よう

形
けい

杏
ぎょう

葉
よう

古墳時代・6世紀　
静岡県島田市
御小屋原古墳出土

馬の尻を飾った金
具で、乗り手の威信
を高めるのに役立
ちました

6/15㊋-7/11㊐

◉寛
かん

平
ぴょうの

御
おん

時
ときの

后
きさいの

宮
みやの

歌
うた

合
あわせ

伝宗尊親王筆　平安時代・11世紀

-7/18㊐

祥
しょん

瑞
ずい

捻
ねじ

文
もん

瓢
ひさご

形
がた

徳
とく

利
り

中国・景徳鎮窯　
明時代・17世紀　
広田松繁氏寄贈

7/20㊋-10/3㊐

彫
ほり

三
み

島
しま

茶
ちゃ

碗
わん

銘
めい

木
き

村
むら

朝鮮　朝鮮時代・16～17世紀　
広田松繁氏寄贈

茶碗の内外に施された白土象嵌の
花文が見どころです

-7/4㊐

山
さん

水
すい

図
ず
　祥啓筆　室町時代・15世紀

7/6㊋-8/15㊐

◎四
し

季
き

山
さん

水
すい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

  伝周文筆  室町時代・15世紀

枯淡な味わいの山水図。幻の大画家・周文の筆
と伝えられます
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書
画
の
展
開

―
安
土
桃
山
・
江
戸

暮
ら
し
の
調
度

―
安
土
桃
山
・
江
戸

8-1

8-2

能
と
歌
舞
伎

9

浮
世
絵
と
衣
装

―
江
戸

10

武
士
の
装
い

―
平
安
〜
江
戸

5.6

屛
風
と
襖
絵

―
安
土
桃
山
・
江
戸

7

67

8-1

8-2

9 10

本館展示
   日本美術の

6・7・8月

浮世絵 衣装

（右隻）

（左隻）

（部分）

水
すい

仙
せん

七
しっ

宝
ぽう

釘
くぎ

隠
かくし

江戸時代・17～18世紀

-7/18㊐

石
いし

曳
びき

蒔
まき

絵
え

弁
べん

当
とう

箱
ばこ

江戸時代・17世紀

いきいきとした人物描写は、
巨石を運ぶ「石曳」の活気を伝
えます

6/1㊋-7/11㊐

書
しょ

巻
かん

　良寛筆　
江戸時代・19世紀  竹内静子氏寄贈

自詠の漢詩と仮名消息からなる
一巻です。良寛の庇護者の家に
伝わった、良寛自筆の作品です

7/13㊋-8/22㊐

那
な

智
ち

濺
せん

瀑
ばく

図
ず

池大雅筆　
江戸時代・18世紀

淡彩とやわらかな
墨のグラデーショ
ンが美しい、大雅
40代後半の作品
です

6/29㊋-8/22㊐

唐
から

織
おり

 紅
こう

白
はく

段
だん

稲
いな

妻
づま

桐
きり

菊
きく

桜
おう

樹
じゅ

模
も

様
よう

奈良・金春家伝来
安土桃山時代・16世紀

秀吉の時代の唐織は、
江戸時代以降のものと
異なり、金糸を用いず、
みやびな出で立ちです

-6/27㊐

長
ちょう

絹
けん

 茶
ちゃ

地
じ

藤
ふじ

蝶
ちょう

模
も

様
よう

奈良・金春家伝来　江戸時代・18世紀

8/3㊋-8/29㊐

◎娘
むすめ

日
ひ

時
ど

計
けい

・午
うま

ノ
の

刻
こく

喜多川歌麿筆　
江戸時代・18世紀

「午ノ刻」は正午頃。手拭い
を手にし、糠袋（ぬかぶくろ）
をくわえた湯上り姿の2人
の娘を描いています

-6/27㊐

小
こ

袖
そで

 白
しろ

綸
りん

子
ず

地
じ

桐
とう

樹
じゅ

模
も

様
よう

江戸時代・17～18世紀

太い幹が堂々と立ち上
がる立木模様には、
生命力への畏敬の念
が感じられます

6/8㊋-7/4㊐

木
き

曽
そ

海
かい

道
どう

六
ろく

拾
じゅう

九
きゅう

次
つぎ

之
の

内
うち

・洗
せ

馬
ば

歌川広重筆　江戸時代・19世紀

木曽街道31番目の宿場である洗馬。月明りに照
らされた情感豊かな世界が広がります

6/29㊋-8/22㊐

帷
かた

子
びら

 黒
くろ

紅
べに

麻
あさ

地
じ

扇
せん

面
めん

雪
ゆき

輪
わ

手
て

筥
ばこ

秋
あき

草
くさ

模
も

様
よう

江戸時代・17世紀

蒸し暑い日本の夏。涼を
とるために秋や冬の模様
が取り入れられました

7/13㊋-10/3㊐

青
せい

漆
しつ

銀
ぎん

流
りゅう

水
すい

文
もん

半
はん

太
だ ち の

刀大
だい

小
しょう

安土桃山～江戸時代・16～17世紀

6/1㊋-7/11㊐

○柳
りゅう

橋
きょう

水
すい

車
しゃ

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

筆者不詳　安土桃山～江戸時代・
16～17世紀

古来、景勝の地として知ら
れる京都の宇治橋を装飾的
に描いた屛風です

7/13㊋-8/22㊐

嚴
いつく

島
しま

遊
ゆう

楽
らく

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

筆者不詳　江戸時代・17世紀

7/6㊋-9/26㊐

◎紺
こん

糸
いと

威
おどし

南
なん

蛮
ばん

胴
どう

具
ぐ

足
そく

安土桃山時代・16世紀

徳川四天王の榊原康政の甲冑と伝わり、
異国風のデザインが目を引きます
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歴
史
の
記
録

15

特
集

14

陶
磁

13-3

刀
剣

13-2

金
工

13-1

漆
工

12

彫
刻

11

13-2

13-1

13-3

12

14

11

15

案内
 展示 1階

（白川宿部分）

毘
び

沙
しゃ

門
もん

天
てん

立
りゅう

像
ぞう

平安時代・12世紀　片岡家寄贈

仏教世界を守護する毘沙門天
は、福徳をもたらす神でもあり
ます

鸚
おう

鵡
む

蒔
まき

絵
え

硯
すずり

箱
ばこ

伝小川破笠作　
江戸時代・18世紀

ぎょろりと目をむく鸚鵡。
陶片（とうへん）に堆朱
（ついしゅ）、多彩な素材
の調理法が見どころです

6/1㊋-8/29㊐

◎扇
おうぎ

散
ちらし

蒔
まき

絵
え

手
て

箱
ばこ

室町時代・15世紀

6/22㊋-9/12㊐

自
じ

在
ざい

龍
りゅう

置
おき

物
もの

里見重義作　明治時代・20世紀

自
じ

在
ざい

蟷
とう

螂
ろう

置
おき

物
もの

高瀬好山作　
大正～昭和時代・20世紀　 
森山寿氏寄贈

高瀬好山は自在置物の作者、
また制作プロデューサーとして
活躍しました

6/8㊋-7/18㊐
「  那智―出土品にみる  
霊地の遺宝」

7/20㊋-9/26㊐
「  岐阜県関市・  
春日神社の能狂言面」

-8/15㊐

◎鼠
ねずみ

志
し

野
の

鶺
せき

鴒
れい

文
もん

鉢
はち

美濃
安土桃山～江戸時代・ 
16～17世紀

-8/15㊐

◉短
たん

刀
とう

　粟
あわ

田
た

口
ぐち

吉
よし

光
みつ

（名
めい

物
ぶつ

 厚
あつし

藤
とう

四
し

郎
ろう

）
粟田口吉光作　鎌倉時代・13世紀

京都の名工吉光の代表作。極端に厚みのある刀身が名前の由来です

十
じゅう

一
いち

面
めん

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

飛鳥時代・7世紀 
和歌山県東牟婁郡 
那智勝浦町那智山出土 
北又留四郎氏他2名寄贈

飛鳥時代後期の作
とされる、最も古
い十一面観音の遺
例のひとつです  
（→5ページ）

◎染
そめ

付
つけ

龍
りゅう

濤
とう

文
もん

提
さげ

重
じゅう

青木木米作　江戸時代・19世紀　 
笠置達氏寄贈

手提げの重箱に中国明代の万暦青
花に倣った表現を取り入れています

6/1㊋-8/22㊐

◎雨
う

下
か

猛
もう

虎
こ

図
ず

鐔
つば

奈良利寿作　江戸時代・18世紀

6/8㊋-8/1㊐

博
はく

物
ぶつ

館
かん

魚
ぎょ

譜
ふ

 第4帖
博物局編、栗本丹洲他筆 　
江戸～明治時代・19世紀

8/3㊋-10/3㊐

◎奥
おう

州
しゅう

道
どう

中
ちゅう

分
ぶん

間
げん

延
のべ

絵
え

図
ず

道中奉行所編　浅草文庫旧蔵　
江戸時代・文化3年（1806）

奥州街道の途中、白坂や関山を経て終
点の白川宿までの道中を描いたものです

-8/29㊐

吉
きち

祥
じょう

天
てん

立
りゅう

像
ぞう

京都府亀岡市・ 
大宮神社伝来
平安時代・10世紀 

◎能
のう

面
めん

  笑
わらい

尉
じょう

「一トウ作」陰刻
室町時代・15世紀
岐阜・春日神社蔵

近世の形式化した能面とは異な
るいきいきとした表情が魅力です
（→5ページ）



ア
イ
ヌ
と
琉
球

16

近
代
の
美
術

18

11

の

 本館2階 

本館1室の年表がリニューアルしました 
本館では、国宝・重要文化財を含む縄文時代から明治・大正時代の
日本の美術作品が所蔵品を中心にご覧いただくことができます。

2階の1室入口付近にある日本美術年表がリニューアルされているの
をご存知でしょうか。
これまでの年表はリスト形式で貼りだしていましたが、新たな年表で
は各時代を代表する作品を年代順に配置して、日本美術史全体を見
渡せるデザインに大きくリニューアルしました。年表で気になる作品
や時代を見つけたら、展示室を探訪してみましょう！ 展示中の作品
をより深く知ることができるかもしれません。
※ 年表に示した作品は各時代をよく表しているもので、実際に展示し
ていないものもあります。 （平常展調整室）

 東洋館 

博物館でアジアの旅「空想動物園」
開催期間：9月14日（火）～ 10月17日（日）
毎年恒例の「博物館でアジアの旅」。今年は「空想動物園」がテーマ
です。中国の龍や鳳凰、インド神話から仏教やヒンドゥー教に取り入
れられたナーガやガルダ、そしてシルクロードを通って伝わった、鳥
の翼や虫の翅

はね

をつけた人物あるいは人面をもった鳥など、不思議な
空想動物たちが東洋館にはたくさんいます。
これらの空想動物は絵や置物になっているばかりでなく、器の表面
や取っ手など、ちょっとしたところにも潜んでいます。
「空想動物園」に見立てた東洋館で、こうしたアジア各地の空想動物
たちを探しながら、空想動物がいったいどうしてこのような形をして
いるのか、どのような世界に棲み、そして何をしているのかなど、想
像をいろいろ巡らせてみませんか。 （勝木言一郎）

東洋館3室　舎
しゃ

利
り

容
よう

器
き

中国・伝スバシ  大谷探検隊将来品  6～7世紀

展示期間：9月14日（火）～10月31日（日）
背中に虫の翅をつけた人物はきわめて珍
しいです

東洋館5室　三
さん

彩
さい

鎮
ちん

墓
ぼ

獣
じゅう

中国　唐時代・7～8世紀　横河民輔氏寄贈

鹿の角をもった獣面、蹄
ひづめ

のある前脚、そして翼を
つけています

1617

19 20

18

本館展示
  ジャンル別

6・7・8月

（部分）

8/3㊋-9/12㊐

葡
ぶ

萄
どう

栗
り

鼠
す

螺
ら

鈿
でん

箙
ふく

沖縄本島　
第二尚氏時代・
19世紀

夜光貝の螺鈿で
文様をあしらっ
た、矢を入れて
背負う武具です

-10/31㊐

◎老
ろう

猿
えん

高村光雲作　明治26年（1893）　
シカゴ・コロンブス世界博覧会事務局寄贈

8/3㊋-9/20㊊・㊗

聴
ちょう

幽
ゆう

大智勝観筆　大正3年（1914）

点描で彩られた木々の間を流れる、
幽（かす）かな風の音が聴こえます

-6/20㊐

敷
しき

物
もの

樺太アイヌ　19世紀　
ウィーン万国博覧会事務局引継
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※ 掲載されている催し物につきましては、今後、予告なく変更・中止する
場合がございます。当館ウェブサイト等でご確認ください。また、動画
配信については、公開済、公開予定のコンテンツを掲載しています。

 お知らせ
ご自宅等でお楽しみいただけるよう 

YouTubeによる動画を配信しています。

オンライン

月例講演会
「中国古代の封

ふう

泥
でい

 ハンコ行政のはじまり」
講師：谷豊信（元特任研究員）

封泥とは、印章（ハンコ）を押した
泥の塊です。ハンコ行政廃止が議
論されている今、古代中国の役所
では、紙が普及する以前は、なん
と泥（粘土）にハンコを押していた
というお話しをします。

「おじさん『むかしの話』をする―私とトーハクの25年―」
講師：田沢裕賀（特任研究員）

東京国立博物館に勤めて25年9ケ
月が経ちました。この間に何を
やってきたのかを振り返り、ひと
りの研究員が博物館で何をしてき
たのかお話しします。

オンライン

ギャラリートーク
「日本文人画の世界」
講師： 大橋美織（絵画・彫刻室研究員）、 

植松瑞希（出版企画室研究員）

江戸時代、文人の生き方に憧れ、
中国絵画を懸命に学び、そこに自
らの感性と想像力を加えて作品を
生み出した、日本文人画の豊穣な
世界をご紹介します。

「X線CT装置の文化財保存への活用」
講師：宮田将寛（調査分析室専門職）

当館のX線CT装置の活用事例をご
紹介します。目視では確認するこ
とのできない文化財の内部を調査
し構造や損傷の状態を把握するこ
とで、保存・修理に貢献しています。

東京2020オリンピック・パラリンピック開催記念 特別企画「スポーツ 

NIPPON」（→4ページ）のギャラリートーク動画を会期中に配信予定で
す。詳細は決まり次第ウェブサイトでお知らせします。

東京国立博物館
YouTubeチャンネル

充実の動画ラインナップ！
ほかにもあり

ます！

特別展「きもの KIMONO」記録映像

2020年6月30日（火）～8月23日 
（日）まで開催した特別展「きもの
KIMONO」は、1973年に開催し
た特別展「日本の染織」以来、当
館では47年ぶりとなる大規模な
染織の展覧会でした。この動画で
は、本展の会場内の様子をご紹介
します。会期中、会場に来られな
かった方や、もう一度鑑賞したい
という方にも楽しんでいただける
内容です。
※公開期限：2023年3月31日まで（予定）

「絵巻物でお花見を」
2021年3月16日（火）～4月11日（日）
まで開催した「博物館でお花見
を」では桜をモチーフにした作品
を展示していました。その中から
本館3室で展示した、重要文化財
「天狗草紙（東寺・醍醐寺巻）」と
「雀の発心」の魅力を土屋貴裕（絵
画・彫刻室長）が前・後編にわたり
ご紹介します。

「トーハク庭園探訪」
4月1日（木）より本館北側の庭園
が全面リニューアルオープンしま
した。新しく道を舗装し以前より
歩きやすくなり、より散策が楽し
めるようになりました。また、ゆっ
たり景色を楽しむことができる腰
掛石も設置しました。
新しくなった庭園の見どころを白
澤利紀（環境整備課室長）がご案内
します。

さまざまなジャンルの動画を公開しているので見てくださいね！

教 育 普 及 事 業

YouTube 登録者数
10,000人超え
たんだほ！



13

 ユリノキちゃーん！ このかっこい
い映像をもう見たほ？ ほとけ
さまの断面が写ってるんだほ！

 これは如
にょ
意
い
輪
りん
観
かん
音
のん
菩
ぼ
薩
さつ
坐
ざ
像
ぞう
の

CT 断面画像で、今回のリニュ
ーアルで新しくできた「調査診断」に関する展示エリアなのよ。

 ちょうさしんだんって何だほ？

 文化財を守るためには、状態を詳しく調べて、必要な処置を
判断することが大切よ。X線 CT撮影も、その取り組みのひ
とつなの。見た目ではわからない内側のつくりや材質、損傷
の有無まで確認して、保存や修理の方針を考えるのに役立て
るのよ。人が受けるCT検査とも似ているわね。だから、調査
診断はよく健康診断にも例えられるそうよ。

 ぼくも健康診断受けてみたい
ほ。あっ、こっちのアニメーシ
ョンも前はなかったほ！

 そうなの！ このエリアではト
ーハクにおける「予防保存」の
活動を紹介しているのよ。

 よぼうほぞん？……また難しい言葉が出てきたほ……。

日本美術紹介映像   
「A GLIDE ON THE GREAT WAVE」
約8分間の上映です。入ってすぐの  
モニターで上映します

日本美術のデジタル年表（イメージ）
横幅14メートルの大画面にあらわれるトーハク
の文化財を手で動かしながら、日本美術の流れ
を体験できます

コンテンツ制作：凸版印刷株式会社

高精細複製品
第1弾は風

ふう

神
じん

雷
らい

神
じん

図
ず

・夏
なつ

秋
あき

草
くさ

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

を展示します 
（6月22日〈火〉～8月29日〈日〉まで）

原本は作品保存のため、表と裏を別々にしていま
すが、高精細複製品はもともとの姿のように表と
裏を合わせて仕立てています

本館特別3室に体験型展示スペース「日本美術のとびら」が  
オープンします。「とびら」のむこうに広がる展示室で、   
もっと文化財に親しんでいただけるよう、3つのコーナーが登場します。

★どのコーナーでも、見て、体験することで、今日に受け継がれてきた文化財のすばらしさを
体感できます。ご来館の際は、「日本美術のとびら」にぜひお立ち寄りください。 （小島有紀子）

今日も館内を満喫しているトーハクくん。最近のお気に入り
スポットは、2021年 2月に生まれ変わった本館 17室です。
「保存と修理」がテーマのこの展示室では、当館が行ってい
る文化財保存の取り組みを紹介しています。さて、どんなと
ころが新しくなったのでしょうか？

 文化財が損傷すると修理をしなければ状態は回復しないわ
ね。でも修理は文化財にとって負担になるから、少しでも損
傷を予防するには文化財の周りの環境を安全に整える必要
があるのよ。このアニメーションでは光や湿気、虫、振動な
どが作品に与える影響や、損傷を防ぐ方法をイメージしてい
ただけるのよ。

 さすがユリノキちゃん。文化財を傷めないことが大事だほ！

 そのとおりね。それでも長い時間を経て傷んでしまった文化
財は、こちらの「修理保存」をテーマにしたエリアで展示して
いる道具や材料を使って直していくのよ。

 ゆ、ユリノキちゃん！   
このケース、中に大きいお
豆腐があるほ……！

 トーハクくん、これは刀剣の
お手入れに使う砥

と
石
いし
よ。何

種類もの砥石で磨くことで、
刃文などが引き立つの。

 これが砥石ほー。展示室に
食べ物があるなんて、おか
しいと思ったほ。

 リニューアルをして道具がよ
り見やすくなり、解説文は英語、中国語、韓国語でも楽しんで
いただけるようになったのよ。

 ふむふむ！ 広報大使のぼくも安心だほー。ホッとしたらお腹
が空いてきたほ。

 もう、17室がパワーアップしても、トーハクくんは相変わら
ずね。

新しくなった　　　　　  に興味津々だほ！

本
館
で
は
2
ヶ
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
オ
ー
プ
ン
！ 

そ
れ
ぞ
れ
の
見
ど
こ
ろ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

6月22日(火)オープン！

 みる
 〈日本文化紹介映像〉

1 2
3

 たのしむ
 〈日本美術のデジタル年表〉

 かんじる
 〈高精細複製品〉
 ※季節に合わせて展示替えを行います

本館特別3室

本館17室

本
館
特
別
3
室
・

本
館
17
室

展
示
室（
　 

　
　
）
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大規模工事が完了し、年間を通して全面開放
を行っている本館北側の庭園リニューアルのポ
イントを庭園マップとあわせてご紹介します。

ポイント①
全体的に園路を更新。以前よりも歩きやすく、
また散策が楽しめるような庭園に生まれ変わり
ました。
ポイント②
以前よりあった外周の園路に加え、その内側に
新たな園路を設置。春

しゅん
草
そう
廬
ろ
や転

てん
合
ごう
庵
あん
など茶室

にも周遊しやすくなりました。
ポイント③
春草廬や本館テラス側に石の腰掛を設置。散策
時の休憩場所が増えました。
ポイント④
石燈籠付近などの樹木を整え、以前よりも明る
い庭園になりました。

本館北側庭園のリニューアルポイント紹介！

展示室の一部を以下の通り閉室します。
東洋館地下1階11・12・13室：5月10日（月）～ 7月5日（月）
※上記期間中、東洋館地下1階TNM & TOPPAN ミュージアムシアターは開場
します。

休館・閉室情報

尾形光琳が模様を描いたきもの重要
文化財「小袖 白綾地秋草模様（通称
「冬木小袖」）」の本格修理が始まりま
した。2022年末までの約2年間で解
体や表地の補修、裏地の新調などが
行われる予定です。本プロジェクトへ
のご寄附は、12,692,430円（ 2021年
3月末時点）となりました。目標金額は
15,000,000円です。皆さまのさらなる
ご支援をお待ちしています。

『「冬木小袖」修理プロジェクト』中間報告

2021年度版 庭園マップ　館内配布および当館ウェブサイトにてダウンロードできます

「冬木小袖」 修理プロジェクト

※「冬木小袖」モチーフ
の返礼品の例。（ぐ
い呑み、ピンブロー
チ、袱紗）

※ 数に限りがございま
す。予めご了承くだ
さい。

TNM & TOPPAN ミュージアムシアター

VR作品『鳥獣戯画 超入門！』　2021年7月11日（日）まで
見たことあるけど、もっと知りたい!　鳥獣戯画ワールドに超入門 !

今からおよそ800年前に描かれた国宝「鳥
獣戯画」。本VR作品では、甲・乙・丙・丁の
4巻からなるこの国宝のうち、主に甲巻に
スポットを当て、絵巻をクルクルと繰り広
げるように流れに沿って、動物たちが生き
生きと遊ぶミラクルワールドを詳しく、や
さしく解説します。
料金：一般・大学生・高校生600円、小学生・
中学生300円、未就学児・障がい者とその介
護者各１名は無料（1作品／1回あたり）、別途入館料が必要です。 
開演時間までにチケットをお買い求めください（当日券のみ）。
〔予告〕VR作品『法隆寺 国宝 金堂―聖徳太子のこころ』
7月14日（水）～ 10月10日（日）（予定）

※演目・スケジュール・定員は、変更もしくは休演となる場合がございます。
※詳細はウェブサイト（https://www.toppan-vr.jp/mt/）をご覧ください。

東京国立博物館の公式キャラクター「トーハ
クくん」、「ユリノキちゃん」のLINEスタンプ
の販売を開始しました。
全40種類のスタンプをまとめ
て120円でお求めいただけま
す。ぜひご活用ください。

「トーハクくん」、「ユリノキちゃん」の LINE スタンプに登場！

手ぬぐいをプレゼント

大好評の伊藤若冲自画自刻「玄
げん
圃
ぽ
瑤
よう

華
か
」を使用したポスターデザインの手ぬ

ぐいを10名様にプレゼントします。
締切は2021年9月10日(金)必着。

＊プレゼントの応募方法
はがきに郵便番号、住所、氏名（ふり
がな）、性別、年齢、ならびにこの号で
一番おもしろかった記事をご記入のう
え、下記までお送りください。発表は
発送をもって代えさせていただきます。

※手ぬぐいは1種類のみです。販売はしてい
ません。

〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館 広報室「ニュース6・7・8月号」プレゼント係

庭園がリニューアルして、
鴨も喜んでいるカモ、ほ？

春・秋の限定開放から
年間を通して散策できるように

なったのよ！
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6月 7月 8月

休 館日 7日、14日、21日、28日 5日、12日、19日、26日 2日、16日、23日、30日

※8月10日(火)は臨時開館しますが、聖徳太子1400年遠忌記念 特別展「聖徳太子と法隆寺」は休館します。
※開館時間、休館日等の最新情報は東京国立博物館ウェブサイトをご覧ください。

 6・7・8月の休館日情報 

◆ 東京国立博物館利用案内
総合文化展観覧料金　一般1,000円、大学生500円
● 入館は事前予約制（日時指定券）となります。 
〔入館可能時間〕9：30～12：30、12：30～16：30、  
　　　　　　　16：30～20：30（夜間開館実施日のみ）

　※滞在時間の制約はありません。
● 障がい者とその介護者1名は無料。 
満70歳以上、高校生以下および18歳未満の方は無料
● 国際博物館の日（5月18日〈火〉）、敬老の日（9月20日〈月・祝〉）、
文化の日（11月3日〈水・祝〉）は、総合文化展のみ観覧無料

詳細は東京国立博物館ウェブサイトをご覧ください。

◆  東京国立博物館賛助会員（寄附会員制度）募集のご案内
東京国立博物館の運営の趣旨にご賛同いただける団体・個人向けの
寄附会員制度です。寄附金控除の対象になります。

【主な特典】  特別展内覧会へのご招待 など
【年  会  費】  〈団体〉プレミアム会員 1,000万円以上、特別会員 

100万円（1口）、維持会員 20万円
〈個人〉プラチナ会員 100万円以上、ゴールド会員 
20万円、シルバー会員 5万円

【申込方法】  会員受付窓口、ウェブサイト（クレジットカード決済）、
銀行振込

 詳細は担当までお問合せください。

◆  東京国立博物館会員制度
東京国立博物館では、1年間のうち何度でもご来館いただける会員
制度をご用意しております。

友の会 　

発行から1年間有効 年会費：7,000円

【特　　典】  東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合文化展・
平常展を何度でも観覧可能。東京国立博物館の特別
展観覧券を3枚と、ミュージアムシアター観覧券1枚、
ショップ・レストラン割引などさまざまな特典があります。

＊ 2021年4月以降にお申込みの方で、本誌の郵送をご希望される場合
は、別途「東京国立博物館ニュース」の定期購読をお申込みください。

国立博物館メンバーズパス（4館共通）
発行日から1年間有効 年会費：一般2,500円、学生1,200円

【特　　典】  東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合文化展・
平常展を何度でも観覧可能

東京国立博物館ニュース、定期購読
年会費：1,000円（1年分）

【特　　典】  東京国立博物館ニュースを年 4回、1年分ご指定の
場所に送付いたします。＊次号（ 9-11月号）より送付
をご希望の場合、締切は 2021 年 8 月10 日（火）です。

〇申込方法
1. 会員受付窓口
　 当館正門前の会員受付窓口で即日発行し、当日からご使用い
ただけます。（現金またはクレジットカード、電子マネー）。

2. ウェブサイト
　 専用申込フォームからお申込みください（クレジットカードまた
は郵便振替〈振替用紙を送付〉）。

3. 郵便振替
● 振替用紙に①種別（友の会、4館共通、ニュース）、②区分（一
般、学生（4館共通のみ））、③メールアドレス（メールマガジン希
望者のみ）、④郵便番号、⑤住所、⑥氏名（ふりがな）、⑦電話
番号を通信欄・ご依頼人欄にご記入の上、下記口座までお振替
ください。
　加入者名：東京国立博物館会員制度
　口座番号：00140-3-791791
● 友の会または国立博物館メンバーズパス(4館共通)にお申込
みの方で、「東京国立博物館ニュース」の送付をご希望の方は、
振替用紙に『東京国立博物館ニュース定期購読希望』とご記入
のうえ、各会費に追加料金として1,000円を加えた金額をお振
替ください。
●  振替用紙の半券が領収書になります。有効期限終了まで保管
してください。
● 振替手数料はお客様負担となります。
● ご入金確認日より会員証等がお手元に届くまで、2週間程度かかり
ます。
＊ 一度納められた料金の払い戻しはいたしません。
＊ お申込みに際してご提供いただいた個人情報は、当該目的にのみ
使用させていただきます。当館は個人情報に関する法令を遵守し、
適正な管理・利用と保障に万全を尽くします。

※ 2021年4月25日（日）からの臨時休館に伴い、友の会、メンバーズプレ
ミアムパス、国立博物館メンバーズパスについては、有効期限を延長しま
す。詳しくは当館ウェブサイトをご覧ください。

最新情報は、ウェブサイト、Facebook、   
Twitter、Instagram、メールマガジンで！

東京国立博物館ウェブサイト    
https://www.tnm.jp/

ご注意 2021年4月1日（木）より、賛助会員制度及び会員制度を
以下のように改定し、賛助会は名称及び特典、会員制度は年会費
及び特典が変更となっております。詳細は当館ウェブサイトやチ
ラシをご確認ください。なお、2021年3月31日（水）までに発行
された会員証の特典は、有効期限内に限りご利用いただけます。

◉お問合せ
　電話 03-3822-1111（代）／ FAX 03-3821-9680  
　総務課渉外開発担当 
　＊月～金曜日の9：30 ～17：00（土日・祝休日は除く）



　
４
層
の
豪
華
な
台
座
の
上
に
仏

が
静
か
に
座
っ
て
い
ま
す
。
腕
の

数
は
な
ん
と
８
本
。
左
手
に
は

人
々
を
救
い
上
げ
る
縄
が
見
ら
れ

ま
す
し
、
右
手
に
は
救
い
を
邪
魔

す
る
も
の
を
撃
退
す
る
三さ
ん

叉さ

戟げ
き

を

持
っ
て
い
ま
す
。
腕
の
数
が
多
い

の
は
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
人
々
を

救
う
た
め
で
し
ょ
う
。
頭
上
に
は

蓮れ
ん

華げ

唐か
ら

草く
さ

の
文
様
が
施
さ
れ
た
美

し
い
天て
ん

蓋が
い

が
あ
り
、
仏
の
姿
を
清

ら
か
に
飾
り
ま
す
。

　
准
胝
観
音
、
あ
ま
り
な
じ
み
の

な
い
観
音
で
す
が
、
密
教
で
は
六

観
音
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
六
観
音
へ
の
信
仰
は
、
六
道

を
輪
廻
す
る
苦
し
み
か
ら
逃
れ
、

極
楽
往
生
し
た
い
と
い
う
貴
族
た

ち
の
願
い
か
ら
、
平
安
時
代
中
頃

よ
り
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
本
作

品
の
表
現
を
見
る
と
、
平
安
時
代

末
期
の
貴
族
た
ち
の
高
い
美
意
識

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
観
音
を
き
ら
び
や
か
に

飾
る
截き
り

金か
ね

文
様
。
左
肩
か
ら
右
脇

に
か
け
て
覆
う
条じ
ょ
う

帛は
く

に
は
細
い
金

箔
を
網
目
に
装
飾
し
、
腰
か
ら
下

を
覆
う
裳も

に
は
、
四
菱
型
の
文
様

を
囲
む
七
宝
つ
な
ぎ
文
が
施
さ
れ

ま
す（
拡
大
図
）。
光
背
に
も
趣
向

が
凝
ら
さ
れ
、
特
に
頭ず

光こ
う

は
、
区

画
毎
に
文
様
帯
を
分
け
て
い
ま

す
。
一
番
外
側
に
は
銀
の
截
金
が

見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
台
座

部
分
に
は
暖
色
系
の
柔
ら
か
な
彩

色
が
施
さ
れ
、
大
ぶ
り
な
文
様
と

と
も
に
、
平
安
時
代
の
仏
画
の
特

色
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
准
胝
観
音
の
周
り
に
は
、
四
天

王
が
描
か
れ
ま
す
。
一
定
の
太
さ

の
朱
線
で
丁
寧
に
輪
郭
を
描
き
出

す
観
音
の
姿
と
は
対
照
的
に
、
四

天
王
は
筆
勢
を
生
か
し
た
伸
び
や

か
な
墨
線
で
描
か
れ
、
動
き
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。
こ
う
し
た
描
写
か

ら
、
鎌
倉
時
代
の
仏
画
に
見
ら
れ

る
要
素
も
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
准
胝
観
音
は
人
々
を
災
い
か
ら

守
っ
た
り
、
長
寿
や
安
産
と
い
っ

た
願
い
を
受
け
止
め
て
く
れ
る
仏

で
す
。
仏
教
を
守
る
四
天
王
が
描

か
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
絵
を
見
た

人
は
准
胝
観
音
の
救
い
の
力
を
よ

り
大
き
く
、
頼
も
し
く
感
じ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
本
作
品
は
、
貴
族

た
ち
の
祈
り
と
美
意
識
が
反
映
さ

れ
た
、
貴
重
な
作
例
で
す
。

 

（
古
川
攝
一
）
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◎准胝観音像
平安時代・12世紀　田中親美氏寄贈 三角形や菱形に切られた金箔を組み

合わせて精緻な文様が施されます

2021年6月・7月・8月号

重要文化財　准
じゅん

胝
てい

観
かん

音
のん

像
ぞう

7月6日（火）～8月15日（日）
本館3室

柔らかな彩色と金銀の截金、美意識の極致

表   紙  の 名  品  

（部分）


